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年頭のあいさつ

　新年明けましておめでとうございます。
　令和７年の年頭に当たり、謹んで新年の御祝いを申し上げます。
　戸澤会長をはじめ、北海道間税会連合会会員の皆様には、平素から税
務行政全般にわたりまして、深い御理解と多大なる御協力を賜り、厚く
御礼申し上げます。
　北海道間税会連合会は、昭和48年の発足以来、正しい税知識の普及と
納税意識の高揚を目的とした活動に精力的に取り組まれ、平成元年４月
の消費税創設以降、歳入に占める消費税の役割が極めて重要であるとの
御認識のもと、「消費税等の啓発活動」や滞納防止のための「消費税期
限内完納運動」を推進されております。
　このような中で、昨年９月に札幌市で開催された「全国間税会総連合
会第51回通常総会」におきましては、貴会会員の皆様の固い結束力を実
際に体感させていただき、貴会活動の更なる活発化に繋がる契機となる
大変素晴らしい機会であったと感じており、御多忙の中、本総会の開催
準備に御尽力された貴会会員の皆様に厚く敬意を表します。
　消費税はその税収の規模から国の基幹税として位置付けられております
ので、消費税に関する国民の関心も非常に高く、税務行政の良き理解者で
ある貴会会員の皆様の活動は、ますます重要になると考えております。
　特に、インボイス制度については、事業者の皆様が制度の理解を深め、
自らの事業実態を踏まえた対応をしていただくことが重要ですが、これ
までも、貴会会員の皆様におかれては、会員以外の方々に対しても、積
極的な広報・周知活動に御尽力いただいております。
　国税当局においては、制度の周知・広報を行うほか、事業者の皆様か
らの御相談については、個々の事業者の方々に寄り添った対応を行って
まいりました。
　今後とも、制度の円滑な定着に向けて、事業者の皆様が抱える疑問や
不安に対し、個別の実態を踏まえた丁寧な対応を心がけるとともに、イ
ンボイス制度に関する相談会の開催や各種団体への講師派遣などにも引
き続き取り組んでまいります。
　また、国税庁においては、令和５年６月に公表した「税務行政のデジ
タル・トランスフォーメーション－税務行政の将来像2023－」に基づき、
当局として「あらゆる税務手続が税務署に行かずにできる社会」の実現
に向け、「納税者の利便性の向上」、「課税・徴収事務の効率化・高度化等」
及び「事業者のデジタル化促進」の３つを柱として、e-Taxやキャッシュ
レス納付などオンライン手続の利用拡大をはじめとした税務行政のＤＸ
を更に進めていきたいと考えております。
　こうした取組を実施していくためには、貴会会員の皆様のお力添えが
必要不可欠であります。貴会会員の皆様とは、長年培ってきた協調関係
を更に深めてまいりたいと考えておりますので、今後とも、税務行政の
円滑な運営に一層の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、この新しい年が、北海道間税会連合会のますますの御発展と
会員の皆様の更なる御繁栄の年となりますことを心から祈念いたしまし
て、年頭の御挨拶とさせていただきます。

札幌国税局長

榎本　政彦

北　間　連　だ　よ　り
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年頭のあいさつ

　年頭に当たり、謹んで新年のごあいさつを申し上げます。

　会員の皆様には、新たな希望のもと健やかに新春をお迎えのこととお慶び

を申し上げるとともに、平素から当連合会の運営につきまして、特段のご協力・

ご尽力をいただいておりますことに、心よりお礼を申し上げます。

　また、国税ご当局の皆様には、当連合会に対し深いご理解と多大なご

支援を賜り、この場をお借りし厚くお礼を申し上げます。

　昨年は、全間連全国大会の札幌での開催や総選挙など様々な出来事が

ありましたが、北間連としては全国大会が盛会裏に終了したことが何よ

りの出来事だったと思います。

　在札青年部や女性部を中心とした事務局の方々には大変なご苦労が

あったと思いますが、近年稀にみる素晴らしい大会だったと思います。

　さて、消費税は国の基幹税として、その税収のトップを占めている現

状にあります。このように重要な役割を担っている消費税に様々な提言

を行っている間税会の役割は、益々重要なものとなっています。

　今後の財政需要の動向により消費税率の見直しが俎上に上がることが

考えられます。その際の消費税の逆進性対策として、間税会ではマイナ

ンバーカードを利用した新たな仕組みである「給付付き税額控除制度」

を要望しています。これにより消費税は単一税率が可能となり、その結

果インボイス制度も不要となり、制度が簡素化し、自業者の事務負担が

大幅に軽減されるものと考えられています。

　まさしく公平で簡素な消費税制度となるわけです。

　しかしながら「税務行政に協力することを基本理念として、税知識の

周知徹底を図るとともに、税制及び執行に関する提言活動を進める。」

ことを基本理念の一つとしている間税会としては、提言活動とは別に戸

惑いや間違いが生じないよう今後も周知を図っていくことが大事である

と考えております。

　いずれにしましても、何事も組織の基盤がしっかりしていなければ成し得

ないことであり、そのためには更なる会員増強と財政基盤の強化を図っていく

必要があると考えております。今後とも皆様のお力添えをお願い申し上げます。

　結びに、各間税会のますますのご発展と会員皆様のご繁栄を祈念し、

また、国税ご当局の皆様のご健勝とご活躍を祈念いたしますとともに、

今後とも私ども間税会に一層のご指導を賜りますようお願い申し上げ、

年頭のごあいさつとさせていただきます。

北海道間税会連合会会長

戸澤　　亨

北　間　連　だ　よ　り
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令和　  年度 「 税 の 標 語 」
たくさんのご応募ありがとうございます

６

　　　 何と！ 道内23間税会から5,627点の応募！ 　　　

」」」」」
たくさんのご応募ありがとうございますたくさんのご応募ありがとうございます

　令和６年度「税の標語」の応募数は5,627点でした。応募
のあった間税会数は前年より８増加し23間税会となりました。
　審査の結果、岩見沢間税会、旭川中間税会、室蘭間税会、
北見間税会から全間連の「入選」が１点ずつ合計４点選出
されました。
　そして「北間連会長賞（優秀賞）」には123点の作品が選
出されました。受賞者の皆さんには「税を考える週間」等
において、各間税会の会長、役員から賞状と副賞等が贈ら
れています。
　「税の標語」の募集は、税の標語を作る機会を通じて「税
を知ってもらう」、「税について考えてもらう」という税の啓
発等を目的に、間税会の重要な活動の一つとして取り組ん
でいるものです。
　今年度は間税会の重要な活動として認識され数多くの間
税会が参加されました。大変うれしいことです。
　今年度応募の無かった間税会におかれましては、来年度は
応募があるような取り組み（会員からの応募もOKです。）を
是非していただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

単会名 応　募
総　数

入　賞　等

全　連
入　選

北間連
会長賞

札 幌 中 171 ４点 
札 幌 西 236
札 幌 北 170 ５点
札 幌 東 77 ４点 
札 幌 南 38 
函　　館 421 15点 
岩 見 沢 811 １点 10点
滝　　川 ２
深　　川 ５
旭 川 中 467 １点 10点 
旭 川 東 236 ７点 
富 良 野 ３
名　　寄 91 ５点
留　　萌 313  ５点 
室　　蘭 849 １点  ５点 
浦　　河 ３
苫 小 牧 10
網　　走 191 ５点
北　　見 1,017 １点 25点
釧　　路 289  15点 
帯　　広 30
十勝池田 76 ３点 
根　　室 121  ５点 
合　　計 5,627 ４点 123点 
※ 全 国 499,557 285点 （参考）

（参考）令和６年度の全間連最優秀賞作品はこれだ！（敬称略）
単会名 学　校 名　前 作　　　　品

葛　飾 青葉中学校 高山　　仁 よく知ろう　税の仕組みと　使い道

全間連の「入選」に選ばれた４作品です！（敬称略）

単会名 学　校 名　前 作　　　品
岩見沢 角田小学校 名内　蒼太 働こう税♬ 納税しよう税 日本の未来は明るい税 yeah～♪
旭川中 ㈱ダイイチプランニング 石橋まゆみ まず知ろう　税の知識と　必要性
室　蘭 海陽小学校 福島羽愛叶 買い物で　ぼくも納める　消費税
北　見 小泉中学校 公平　聖佳 ありがとう　税で育む　優しい社会

「税の標語」の応募の無い
 間税会が無いように！

北　間　連　だ　よ　り
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「税の標語」各賞受賞者の皆さん立派な作品でした
❖ ❖ ❖  全間連「入選」・北間連会長賞等の皆さん  ❖ ❖ ❖

網走間税会表彰式北見間税会表彰式

名寄東中学校での表彰風景（名寄間税会）

札幌市立栄東小学校の皆さん（札幌北間税会）

旭川市立忠和中学校の皆さん（旭川東間税会） 旭川市立明星中学校のみなさん（旭川東間税会）

足寄町立芽登小学校で（十勝池田間税会） 足寄町立足寄小学校の皆さん（十勝池田間税会）

函館市立亀田小学校の皆さん（函館間税会）

旭川では「TAX SQUARE2024」で展示（イオンモール旭川駅前）

岩見沢間税会税の標語表彰式

函館市立柏野小学校の皆さん（函館間税会）

函館市立青柳小学校の皆さん（函館間税会）

旭川福祉専門学校の皆さん（旭川中間税会）

函館市立弥生小学校の皆さん（函館間税会）

札幌北税務署ロビー
で展示された税の標語

表彰式等にご協力を
いただいた関係者の
皆さん、大変有難う
ございました。

旭川市立六合中学校の皆さん（旭川中間税会）

北　間　連　だ　よ　り
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国税庁長官表彰 　 

成　澤　　　茂
全国間税会総連合会　理事
北海道間税会連合会　副会長
函館間税会　会長

遠　藤　ユ　リ
全国間税会総連合会　女性部委員
北海道間税会連合会　常任理事
滝川間税会　女性部会長

村　井　順　一
全国間税会総連合会　理事
北海道間税会連合会　副会長
釧路間税会　会長

淺　野　郁　子
全国間税会総連合会　女性部委員
北海道間税会連合会　常任理事
札幌中間税会　女性部会長

本　間　弘　哉
北海道間税会連合会　常任理事
網走間税会　会長

札幌国税局長表彰 　 

（注）各受彰者の役職につきましては、他の税務関係
団体等の役職にも在る場合、その役職名の記載
は割愛して掲載しておりますのでご了承願います。

税務署長表彰 　 

舘　岡　久　幸
北海道間税会連合会　常任理事
紋別間税会　会長

奥　田　宗一郎
北海道間税会連合会　常任理事
浦河間税会　会長

見　崎　久　資
八雲地方間税会　副会長

令和６年度 「春の叙勲」受章おめでとうございます！ 敬称略

令和６年度 納税表彰受彰おめでとうございます！ 敬称略

旭日双光章
福　島　勝　男
全国間税会総連合会　常任理事
北海道間税会連合会　副会長
札幌西間税会　会長

財務大臣表彰
市　町　峰　行
全国間税会総連合会　理事
北海道間税会連合会　副会長
苫小牧間税会　会長

北　間　連　だ　よ　り
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北間連 第 51 回 通 常 総 会 開 催

● ●● 北間連第51回通常総会　戸澤会長あいさつ要旨（抜粋）●● ●

● ●● 第51回通常総会議事審議事項（抜粋）●● ●

　令和６年６月11（火）、札幌プリンスホテル国際館パミールにおいて、札幌国税局大橋課税部長をはじ
めとした幹部、全間連から河村副会長並びに田辺常務理事、関係団体の会長らをご来賓にお迎えし、第
51回通常総会が開催され、令和５年度の事業・決算報告、並びに令和６年度の事業計画・予算案が審議
されいずれも承認可決されました。

　札幌で開催される「全国大会」の成功を収めるべく色々と準備を重ねている状況ですが、
会員皆様の御協力をお願いします。また、各種活動を推進していくためには、会員増強・財
政基盤の強化を図り存在感のある会として活動していくことが肝要であります。コロナ禍が
明けた令和５年度は、何とか会員数が増加に転じればと考えておりましたが、残念な結果と
なっています。北間連　危機感を募らせております。皆様には、会員増強のためのご協力と
お力添えをお願い申し上げます。

●第１号議案　「令和５年度事業報告」
会員の減少が止まらない状況にある。

１　組織関係

２　事業等活動関係
　⑴会議等実施状況、⑵全国大会（札幌大会）の準備
⑶消費税に関する周知・啓発活動、⑷e-Taxの利用促
進、⑸税務関係団体との連携協調、⑹税制関係（消費
税等アンケート調査・提言活動）、⑺広報活動、⑻租
税教育の充実と推進、⑼その他（団体保険等）

●第２号議案
　「令和５年度収支決算報告及び剰余金処分」
１　令和５年度収支決算報告（令和5.4～6.3）

〇会員数の状況（令和６年４月１日現在）

北間連 4,260名（前年比126名減）

青年・女性部会 446名（前年比８名減）

【一般会計】　 単位：千円（単位未満四捨五入）

収入の部 支出の部
勘定科目 金　額 勘定科目 金　額

前期繰越金 1,576 人件費 4,668
会費収入 13,161 福利厚生費 664
広告料収入 － 事業費 3,040
臨時会費収入 615 会議費 935
雑収入 153 旅費交通費 2,336

事務所関係費 994
通信印刷費等 923
部会助成金 ０
本部負担金 1,400
雑費 266
剰余金 278

合　計 15,505 合　計 15,505

月　日 会　　議　　等　（主たるもの）
４．23㈫ 正副会長・部会長会議
〃 札幌５間税会連絡協議会

６．11㈫ 北間連第51回通常総会
〃 青年部会42回・女性部会38回通常総会

６．21㈮ 税団協総会
〃 札幌国税局との協議会（税団協）

９．26㈭ 第51回全間連札幌大会
９．30㈮ 税団協総会
〃 札幌国税局との協議会（税団協）
10月 税の作文選考会議
11．12㈫ 税団協主催「国税局長講演会等」
１月 全道会長会議、常任理事会
〃 納税表彰受彰祝賀会・賀詞交換会

２ 令和５年度剰余金処分（単位未満四捨五入）
区　　　　分 金額（千円）

一般会計 次期繰越金 278
特別会計 次期繰越金 10,695

【特別会計】（全国大会特別基金）
単位：千円（単位未満四捨五入）

収入の部 支出の部
勘定科目 金　額 勘定科目 金　額

前期繰越金 9,942 経費等支出 247
一般会計から繰入 1,000 剰余金 10,695
合　計 10,942 合　計 10,942

●第３号議案　「令和６年度事業計画」
１　組織の拡大・強化と財政基盤の強化
　⑴　「会員数増加元年」にしてもらいたい。
　⑵　青年部会・女性部会の既存部会の活性化。

２ 事業活動の推進
　⑴　会議等予定（令和６年４月～令和７年３月）

北　間　連　だ　よ　り
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　⑵全国大会（札幌大会）の準備と実施、⑶消費税に
関する周知・啓発活動、⑷e-Taxの利用促進、⑸税務
関係団体との連携協調、⑹税制関係（消費税等アンケー
ト調査・提言活動）、⑺広報活動、⑻租税教育の充実
と推進、⑼その他（団体保険等）

●第４号議案
　「令和６年度収支予算」（令和6.4～令和7.3）

　今年は役員改選期であ
り議事審議の結果、９
ページの「令和６年度北
間連役員名簿」のとおり
となりました。 

●第５号議案「役員補充選任」

【一般会計】　 単位：千円（単位未満四捨五入）

収入の部 支出の部
勘定科目 金　額 勘定科目 金　額

前期繰越 278 人件費 4,896
会費収入 12,780 福利厚生費 718
広告料収入 0 事業費 2,050
臨時会費収入 560 会議費 1,100
雑収入 100 旅費交通費 1,040

事務所関係費 1,000
通信印刷費等 950
部会助成金 200
本部負担金 1,400
雑費 100
予備費 264

合　計 13,718 合　計 13,718

【特別会計】（全国大会特別基金）
単位：千円（単位未満四捨五入）

収入の部 支出の部
勘定科目 金　額 勘定科目 金　額

前期繰越 10,695 会場費 4,000
助成金 1,100 懇親会費 6,555
参加者負担金 6,500 映像機器、備品 2,538
広告収入 6,000 記念講演 801
雑収入 1 懇親会屋台等 2,900

旅費交通費等 1,700
商品券 580
外部委託 1,700
記念特集号 1,600
雑費 360
予備費 1,562

合　計 24,296 合　計 24,296

国税広報

安心してください、北間連事務局は

ダイレクト納付やってますよ！

「キャッシュです」から
　　     「キャッシュレス」へ

あなたは、まだ現金払いなの？
　国税庁ではより多くの方がキャッシュレス納付のメリットを享受し、誰一人取り残されることの
ないデジタル社会を実現できるよう、また、事業者の業務のデジタル化など社会全体のデジタル化
が実現できるよう、ダイレクト納付 (e-Tax による口座振替 )、インターネットバンキング等による
電子納税などのキャッシュレス納付の利用拡大に取り組んでいます。
　できる限り多くの方に、源泉所得税のキャッシュレス納付をご利用いただくため、以下のURL
又は二次元バーコードからアクセス願います。

URL：https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nofu/pdf/24100030_direct_manual.pdf

安心してください、北間連事務局は

ダイレクト納付やってますよ！

URL：https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nofu/pdf/24100030_direct_manual.pdf

　　    　　    　　    　　    　　    

check

北　間　連　だ　よ　り
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❖ ❖ ❖ 令和６年度 北間連役員名簿（敬称略）❖ ❖ ❖
令和６年６月11日現在

●～新任　　◇～青年部会・女性部会

 役職
単会 会長・副会長

常　　　任　　　理　　　事
理　　事 監　事

総　　務 会務・運営 広　　報 税　　制
顧　　問 福　岡　正　英

札 幌 中
会長　戸澤　亨 　浜井　俊弘 ◇伊藤　裕一 　碓氷　晴夫 　菊地　紀之

◇浅野　郁子

札 幌 西
副）　福島　勝男　　福岡　道廣 　永田　英治 　大島　紀之 　斉藤　淳一 ◇横山　房代 　光永　　剛
（広報委員長） ◇中田　邦夫 ◇島崎　宗一 　橋本　靖弘

札 幌 北
副）　鷲尾　和德 　米重　武志 　広瀬　　進 　上村　誠二
（総務委員長） ◇浜本　悦子 ◇山本　　透

札 幌 東
副）　池田　光司 　鈴木　明広 ◇横山　敏章 ●後藤　一昭
（会・運委員長）

札 幌 南
副）　 丹野　　司 ◇小仲美智子 ●宮本　裕司 　宮内　光則 未定
（総務副委員長） ◇秋庭　征富

函　　 館
副）　成澤　　茂 　灰谷　良一 ●◇吉岡篤史 ◇寺井　雄子
（総務副委員長） ◇松木志津香

江　　差 　髙田　一弥 　室谷　元男
八   　雲 　足立　守司 　千葉　憲之
小   　樽 　杉下　清次 ●◇大野紘義 ◇新倉　百恵 未定
余   　市 　清水　義信 　髙見　祐司
倶 知 安 　名畑　正樹 未定

岩 見 沢
副）　北澤　治雄 　鈴木　安行 ◇波田野　愛 ●◇千葉賢司 未定
（総務副委員長）

滝　　川 　明円　直志 ◇遠藤　ユリ ◇伊藤　克嘉 　中島　　康

深　　川
　寺迫　公裕 　成田　雅敏

●◇小倉一晃
●◇阿部みどり

旭 川 中
副） 　新谷龍一郎 ◇湯浅　義弘 　生駒　雅彦 ◇東　　光代
（税制副委員長）

旭 川 東
　山崎　與吉 　高　喜久雄 　木幡　光範 未定

◇鶴渕　泰子
富 良 野 　廣瀬　寛人 未定
名　　寄 　真鍋　和一 未定

留　　萌
　堀口　　亘 　田下　啓一

◇松村　泰年

稚　　内
副）　栗原　栄治 　髙橋　宏司 　渡邉　直人 未定
（広報副委員長）

室　　蘭 　松永　英樹 　竹内　芳郎 　須藤　正之
浦　　河 　奥田宗一郎 　大針　光晴

苫 小 牧
副）　市町　峰行 　藤田健次郎 　田中　敏彦 　佐藤　　徹
（会・運副委員長） ◇星野　岳夫 ◇村川　　馨

網　　走 　本間　弘哉 　須田修一郎
紋　　別 ●舘岡　久幸 　今野　政男
北　　見 　河合　昭徳 　舛川　　誠 　真柳　正裕

釧　　路
副）　村井　順一 　森村　好幸
（総務副委員長） ◇荒井　一晃

帯　　広
　臼井　呉行 （6年度に新役員 ◇加藤　祐功 　徳井　裕昭 　家内　裕典

●◇畠山千津子
十勝池田 　平井　昌行 　朝日　基光
根　　室 　滑川　義幸 ●端　雄一郎

事 務 局
専務）南波日出喜
（税制委員長）

北　間　連　だ　よ　り
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　令和６年度の「消費税に関するアンケー
ト調査」は、調査依頼件数780件のうち
673件の回答があり、前回と比べ回答率は、
3.0ポイント上昇し86.3%となりました。

　アンケートのコメントでは、インボイス制度の導入により「事務の煩雑さ」を訴えている方が多いようでした。
　全間連では、アンケート結果を踏まえて下記の提言活動を行っています。

調 査 項 目 設　　　　問
回答件数
（件）

構成比
（％）

１ マイナンバーカー
ドを利用した給
付付き税額控除
への改組につい
て

①軽減税率に代えて、一定の低所得者を対象とする給付付き税
額控除に改組すべきである。

347 51.5

②軽減税率のままでよい。 154 22.9

③軽減税率のままでよく、さらに対象範囲を拡大すべきである。 66 9.8

④分からない。 88 13.1

⑤その他・ご意見 18 2.7

計 673 100.0

２ インボイス制度
における中小事
業者等向けの特
例措置のあり方
について

①恒久化すべき。 329 48.9

②不要な制度であるから、できるだけ早期に又は経過措置期間
をもって廃止すべき。

117 17.4

③利用状況等が未だ不明であり、それが今後明らかになってか
ら検討すべき。

150 22.3

④分からない。 67 9.9

⑤その他・ご意見 10 1.5

計 673 100.0

①令和６年８月９日　 財務省及び国税庁へ要望書を提出。
②令和６年８月15日　消費者庁へ要望書を提出。「総額表示義務の適正化」を要望。
③令和５年11月１日　自由民主党の「予算・税制等に関する政策懇談会」に出席し要望。
④令和５年11月15日　立憲民主党・国民民主党財務金融合同部会に出席し要望。
　（③と④については今年度の実施日は調整中のため前年度の実施日を掲載。）

● ● ● ● ●  アンケートを踏まえた提言活動  ● ● ● ● ●

◎令和６年度アンケート項目別回答状況

■（参考） 過去６年間の回答率の状況 ■

年　度 令元 令２ 令３ 令４ 令５ 令６

回答率（％） 84.4 84.9 80.5 75.4 82.3 86.3

このアンケートは、間税会の重要な活動の一つである「提言活動」の礎になります。

皆さんのご理解とご協力で、今後も回答率80%以上の維持にご協力をお願いします。

「消費税に関するアンケート調査」の結果について令和６年度

北　間　連　だ　よ　り
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全間連第51回通常総会

札幌大会
■ 序章 
　リンリーン、リンリーン、全間連専務理事からの電話
が鳴ったのは令和４年５月19日（木）の昼下がりでした。
全間連「令和６年９月に全間連第51回通常総会の全国

大会を北海道で行ってもらいたい。」
北間連「えっ………。 」
北間連「後ほど返答します。」
　私が北間連の事務局に来たのは前年の令和３年９
月、まだ１年も経っていないのに全国大会とは……。
全間連に文句言いすぎたかなぁ。と思いつつ、取り敢
えず当時の高橋会長に相談。
高橋会長「お受けするしかあるまい。本当は令和４年

の49回大会を打診されていたが、都合で長崎
に変更してもらった経緯もある。致し方ある
まい。」

　そんな経緯から札幌での開催が決まった第51回全国
大会。その準備は本番の２年以上も前から始まってい
ました。
　開催にあたり決めなくてはならない大切な事が三点、
①場所、②記念講演者、③懇親会の内容でした。
　これらを決めるにあたって、事務局単独では儘なら
ないことから、実行委員会を立ち上げて行うこととし
ました。そこで頑張ってくれたのが在札５間税会の青
年部と女性部の皆さんでした。特に、実行委員長に就
任した男前（ここの「男前」というのは「容姿」がと
いうことではなく「心が男前」という意味です。いや
容姿も男前ですが…。）の秋庭青年部会長はみんなの
推進力として大いに手腕を発揮してくれました。

■ 大会まで 
　以後、月１回程度の実行委員会を開催し大会内容を
吟味していきました。

　会場のホテルについては札幌西青年部の中田さんの
伝手でグランドメルキュールホテルとコンタクトがと
れ、ホテルの営業担当と深い議論を重ねることができ
ました。
　記念講演者については、北海道に縁のある方が良い
との判断から長野オリンピック金メダリストの清水宏
保様に決まりました。
　そして、参加者の皆さんが一番楽しみにしている懇
親会については、様々な意見が出されました。
　①　着席方式
　②　屋台方式
　③　道産酒コーナー
　④　道産ワインコーナー
　⑤　寿司コーナー
　⑥　イクラ丼コーナー
　⑦　とうきびコーナー
　⑧　じゃがいも（塩辛バター）コーナー
　⑨　ジェラートコーナー
　⑩　ビールサーバーガール
　⑪　平岸天神
　⑫　くじ引き抽選会
　⑬　挨拶は少なめに
　⑭　司会はプロが良い
　⑮　会員企業による土産店の出店
　⑯　コーヒーコーナーの出店（会員無料）
　等々様々な意見が出されました。
　特に、⑤と⑥の寿司・イクラ丼については、業者を
探すことから始まりましたが、札幌南間税会女性部会
長の小仲さんの紹介で「なごやか亭」さんに依頼する
ことができました。小仲さんはこれ以外にも⑦の「と
うきび」を大会当日に合わせて種まき時期から調整す
るなどして美味しいとうきびを納品してくれました。
　⑩の「ビールサーバーガール」については札幌北間
税会山本青年部会長を中心とした男性会員からの強硬

北　間　連　だ　よ　り
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な意見で実施に踏み切ったもの
ですが、大会当日はこれが大ウ
ケ。サーバーガールから注がれ
るビールはいつもより数倍美味
かったそうです。
　⑯のコーヒーコーナーは、あ
の札幌西間税会女性部会長の横
山さんを中心とした女性メン
バーにより出店されましたが、前回東京大会でホテル
内に一服する場所がなく困ったという意見が多いこと
から実施にいたったものです。当日はお揃いの赤い前
掛け（本人達はエプロンと言っています。）を着用し
た女性会員たちが薫り高いコーヒーを淹れてサービス
をしました。

■ そして大会 
　大会当日は晴れ。最高気温24℃とまだ30℃を超える
本州方面から来た会員には丁度いい（九州の方には「涼
しい」と言われました。）気候となりました。
　大会当日の一番の仕事は「受付」です。全国から参
加する会員や来賓との最初の接点が「受付」、参加登
録を済ませているかどうかの確認や資料の配付、そし
て色々な質問にもお答えします。
　一見簡単そうですが様々な事が想定されることから
柔軟な対応が必要
とされます。この
大役を引き受けて
くれたのが札幌中
間税会女性部会長
の浅野さん率いる
「受付軍団」です。

　当初計画では出席者数は500名程度の予定でしたが、
北海道は人気があり参加者が増えるとの前評判どおり
約700名まで膨れ上がりました。そんな大勢の会員が
一時に集中して押し寄せる中冷静に対応してくれた「受
付軍団」の皆さん本当に有難うございました。

　受付を済ませた会員の皆さんが立ち寄ったのは「コー
ヒーコーナー」と「お土産店」です。どちらも大好評
で大賑わいでした。どちらも実行委員会で考えて取り
組んだ施策だったので、本当に良かったと思っています。
　さて、会議は「正副会長会議」、「常任理事会」、「青
年部総会」、「女性部総会」、「通常総会」と滞りなく終
了しました。「青年部総会」では秋庭さん、札幌北の
山本さん、札幌西の島崎さんが、「女性部総会」では
札幌北の浜本さん、旭川東の鶴渕さん、函館の松木さ
んが開会、挨拶、議長、司会を務められました。
　「通常総会」では、奥国税庁長官、濱坂北海道副知事、
齋藤札幌市税務担当局長のご祝辞をいただきました。
　また、札幌北間税会が会員数を大幅に増加し組織の
増強に功労があったとして「組織増強功労章」と「第
17回モデル会顕彰」を受賞されています。

北　間　連　だ　よ　り
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　そして、税の標語の応募数が毎年1,000件以上等活
発な会活動を行っている北見間税会が「第18回モデル
会」に指定されました。
　これらの会議終了後は、清水宏保さんによる「記念
講演」です。演題は「限界に挑み続けて『我以外皆我
師』（われ いがい みな わがし）の教え」として、スポー
ツ等への取り組みを通じ謙虚な姿勢での努力の大切さ
等を軽妙な語り口で笑を誘いながら講演されました。
また、健康に関するお話もされ、平均年齢が高めな会
員は健康の大切さが身に染みたようでした。

■ そして懇親会 
　そして17時30分か
らは、待ちに待った
懇親会です。懇親会
場前では間税会マス
コットの「かんちゃ
ん・しょうちゃん」
がお出迎えです。マ
スコットの中に入っ
てお出迎えした札幌西間税会の関さん・富田さん、大
変お疲れ様でした。
　この懇親会は札幌西間税会島崎青年部会長の仕切り
で行われました。
　オープニングは照明を落としスポットライトを浴び
ながらの「天神太鼓」で幕開けです。勇壮な太鼓の演
奏に参加者は引き込まれていきました。
　この後、戸澤会長の歓迎の辞、榎本札幌国税局長の
乾杯でスタートです。

　寿司、イクラ丼、ロース
トビーフ、とうきび、じゃ
がいも塩辛バターそして道
産ワインや清酒等が次々と
会員のお腹に収まっていき
ます。どの会員からも「美
味しい～」と声があがり準
備した甲斐があったと一安
心です。
　そして、懇親会の中頃は
くじ引き抽選会です。景品は道内の各間税会が選んで
くれた１万円程度のものと豪華です。
　景品の中には、「お米、これから刈り取る新米。」「魚
介類、これから漁にでるので内容は不明。」等ユニー
クなものも。およそ30点の景品が会員に当たり大盛り
上がりでした。
　懇親会も終盤に差し掛かったころには『よさこいソー
ラン』で大賞受賞数最多を誇り、今年度の大会でも見
事『大賞』を受賞した「平岸天神」の演舞で盛り上が
りました。

北　間　連　だ　よ　り
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　最後に、大会旗が北海道間税会連合会の戸澤会長か
ら東海間税会連合会の清水会長へ引継がれました。
　白いスタッフジャンパーを着た北海道のスタッフの
皆さんは当日まで色々な準備をし、本番当日も一所懸
命に大会を盛り上げてくれました。本当に感謝です！

■ そして未来へ 
　大大大大成功の北海道大会。
　でも、次の言葉で、それは
もっと高みを帯びることにな
りました。
　それは、秋庭青年部会長の
中締めの挨拶でした。
　『～（略）昨年の東京大会
は記念すべき50回目の大会で
した。今回の札幌大会は100
回に向けての折り返しとなります。この50年の間、会員
も世代も変わり、色んなことがあっても続けてきた50年
だと思います。その先代達の想いをしっかり受け取って
100年に向けて次の世代に更に発展した間税会を引き継
いでいけるように、これからも精進して参りましょう。』
　この挨拶により、ただの「良かった大会」から「未
来への力強いスタートの大会」になりました。しばら

くぶりに聞いた感動するスピーチだったと思います。
（だから「男前」なんですよ。）

■ 最後に 
　全国大会の開催にあたり、実行委員会メンバー、当
日のスタッフ、記念特集号に協賛広告をいただいた企
業や間税会プロフィールの原稿の作成等を担当された
方、大会の趣旨に賛同して土産店や屋台を出店いただ
いた企業、ホテルの営業マン、抽選会の景品をはるば
る遠くまで行って購入していただいた稚内間税会事務
局の方、大会特集号の作成でお世話になった中西印刷
さん、大会資料を袋詰めまでしていただいた富田商会
さん、道産ワインを提供していただいたワインクラス
ター北海道さん、道産清酒を提供していただいた北海
道酒造協同組合の皆さん、記念講演をしていただいた
清水宏保さん、参加登録やエクスカーションをやって
いただいた日本旅行さん、素晴らしい司会で懇親会を
凄く盛り上げてくれた青山千景さん、講演者をもてな
してくれた札中の伊藤さん、事務局で一人寂しく資料
のホチキス留めをしていると夜にも拘わらず手伝って
くれた横山さん、いつも質問ばかり浴びせてしまった
全間連事務局の皆さん等、ご尽力いただいた全ての皆
さんに感謝申し上げます。 （南波）

T H A N K  Y O U  F R O M  T H E  B O T T O M  O F  M Y  H E A R T !

北　間　連　だ　よ　り
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◆合同研修会 　  札幌北

　令和６年７月13日、札幌北間税会青年部会・女性部
会の合同研修会が行われました。エスコンフィールド
での「日本ハムファイターズ×ソフトバンク」の公式
戦。日本ハムファイターズの勝利と観戦後には6000発
の花火も！29名が参加し楽しく研修会を終えることが
できました。

◆セミナー＆きき酒会 　  函館

　令和６年11月11日、ホテル函館ロイヤルシーサイド
で税を考える週間協賛行事として、セミナーときき酒
会を開催。
　函館税務署長の長谷川久恵様が「これからの社会に
向かって」と題して講演。　
　終了後は「きき酒会」を実施。きき酒クイズでは、全
問正解者が９名も出る
など大盛り上がり。成
澤会長も全問正解し和
田副会長からきき酒名
人の表彰を受けるハプ
ニングとなりました。

◆おもしろ税ミナール 　  旭川

　令和６年11月17日に旭川で開催された「おもしろ税
ミ ナ ー ル」で
「税の標語」の
入選作品等が展
示され、市民の
関心が寄せられ
ました。

◆税を考える週間行事

（札幌国税局長講演・税の作文朗読会） 　  税団協

　令和６年11月12日、「税を
考える週間」行事の「札幌国
税局長講演」と「税の作文の
朗読会」が、ニューオータニ
イン札幌で開催されました。
　榎本札幌国税局長からは、
「税務行政の将来像と国税庁
の取組」について、映像を交
えながらの講話をしていただきました。
　「税の作文朗読会」では次代を担う中学生６名が、
税に関する意義や役割について朗読しました。

◆スポーツの力で地方を元気に！ 　  北間連

　令和６年６月11日開催
の北間連総会終了後に、
（一社）ロコソラーレ代
表理事の本橋麻里さんに
よる記念講演が行われま
した。「スポーツの力で
地方を元気に！」とし
て、カーリングを通じた
チームビルディング、地
方づくり、人材育成等の講演をしていただきました。

◆納涼ビール会 　  札幌南

　令和６年８月21日、アサヒビール園で今夏の暑さを
吹き飛ばすべく納涼ビール会を実施しました。当日は
くじ引き抽選会もあり、大勢の参加で大いに盛り上が
りました。

北　間　連　だ　よ　り
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≪今号の表紙≫
　令和６年９月26日に開催された全間連第51回通
常総会（北海道大会）で、会旗が北間連戸澤会長
から次回開催地の東海間連清水会長へ引渡される
際の写真です。

（南波）

　巳年の「巳」という字は胎児の形を表した象形文字で、子宮が胎児を包む様子が由来
とされています。また、巳（ヘビ）が冬眠から目覚め地上に這い出すことから、冬に根
をはった草木が芽を出し「新しい種子が生まれる」という意味があると言われています。
　このようなことから巳年は、力を蓄えていたものが芽を出す「起点」の年、脱皮する
特性と併せ「再生と誕生」を意味する年と言われています。
　100年の歴史に向かって折り返した「間税会」、新たなスタートの段階です。
　これからの50年に向かって間税会を盛り上げていきましょう！

　会員一人一人が会員増強の手助けができるように「入会申込書」を上記に掲載しました。
知人、友人等に入会勧奨を行った時に、この「入会申込書」を切り取って活用願います。

編 集 後 記

 募集しています！
　会員の皆様からの様々な活動情報や
写真等を事務局へお寄せください。

◎メールアドレス

⇒

hokkanren@rapid.ocn.ne.jp

入 会 申 込 書

貴会の趣旨に賛同し入会します。
業 種
設立年月日 年　　　月　　　日 決 算 期 月
資 本 金 万円 従 業 員 数 名

連 絡 先
（〒　　－　　　）（TEL ）

（FAX ）
（E-mail ）

担当者氏名 所属　　　　部　　　　課　　　（氏名）

参 考 事 項

紹 介 者 　　　　　　間税会　　　　　　（氏名）

※お申し込みいただいた個人情報は、間税会からの資料の送付や連絡用など以外には使用いたしません。

令和　　年　　月　　日

　　　　　　　間税会 御中
住所又は所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　

名称又は法人名　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名又は代表者名　　　　　　　　　　　　　　　㊞

※新規会員の入会申込にご活用ください。

✂ 切り取り ✂

北　間　連　だ　よ　り




